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プロジェクト概要 
気象制御において、制御の容易さや適した制御手法は気象事例ごと異

なります。そのため、気象制御を実現するためには、現象に応じて最適

な制御手法を事前に判断できるようになることが必要です。最適な手法

を選択するためには、現象の発生場所・時刻・強度などが必然的に決ま

るのかそれとも偶然的かという蓋然性の正確な推定が重要です。しかし、

気象シミュレーションモデルに内在する問題により、蓋然性推定に誤差

が生じることがボトルネックとなっています。 

本プロジェクトでは、気象シミュレーションモデルに内在する問題を解

決するため、従来計算手法の延長的改良ではなく、質的に異なる手法の

開発に取り組むことで、蓋然性推定を可能にする気象モデルの構築を目

指します。これにより、より正確な蓋然性推定が実現され、気象制御の

実現に貢献することが期待されます。 

 
気象モデルが不完全なために蓋然性の推定が不正確になるイメージ図。自然現

象がもつ蓋然性は高いにもかかわらず、気象モデルの問題により蓋然性を低い

と予測された場合 (またはその逆の場合)、うまく気象を制御できなかったり、

適切な制御手法を選択できなかったりする可能性がある。 

終了時（２０２４年）のマイルストーン 
従来手法とは質的に異なる計算手法の開発・実装により、アンサンブ

ルシミュレーションによって得られる出現頻度分布を自然現象の蓋然

性がもつ確率分布に近づけます。 
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